
いつ・どこで 介護者 要介護者 どのような状況 どんな行動 行動の結果 備考

尿が漏れた時

祖父の家のリビ

ング

陰茎の先端に細い袋を巻

いていた

その袋を祖父が掴んで抜

き、尿が漏れる

ベッド全体のシーツ交換をす

る

1日に複数回起こると、洗濯

の仕事が増えるため、祖母が

怒る

祖母と祖父の関係が悪化

する

経鼻経管栄養を

実施する時

祖父の家のリビ

ング

呼吸が苦しいと感じた祖

父がチューブを抜く

「食事はどうするの？」「食

べれないでしょう」と言い、

怒る

祖母と祖父の関係が悪化

する

シーツ交換をす

る時

祖父の家のリビ

ング

力が足りず、シーツ交換

を満足に出来ない

「力がないと介護なんて何も

出来ない」と言う

疲れて何もやりたくなくなる

介護に対する無力感を感

じる

移乗介助の時

祖父の家のリビ

ング

介護技術が拙い
ベッドから車椅子へ移乗する

時、痛みを与える

腕を抓る

口で肩を噛む

2 Bさん

3 Cさん
食事の時間

利用者の居室

職員

複数人

利用者

経管栄養

文字盤で会話

可能

50歳代

認知機能は正

常

身体は動かな

い

「私のやり方でやってほ

しい」と言っている

ベッドをフラットな状態

でやってほしいと言われ

た

肺炎になるリスクが高いと伝

えた

職員によって、利用者の希望

に沿う方法と沿わない方法で

実施していた

利用者は怒っていた

「あの人はやってくれ

た。あの人はやってくれ

ない」と言っていた

最終的に経管栄養の方法

を変えることになった

『事故があった場合

は、介護職は何をやっ

ているんだとなる。業

務上の過失になるん

じゃないかと思う。』

『利用者さんからすれ

ば、自分の状態がどう

なるどうならない関係

なく、「あの人は言っ

たことをやってくれ

る。あの人は言ったこ

とをやってくれない」

になる。』

4 Dさん
入浴介助時

脱衣所・浴室

職員

複数人

利用者

女性

80歳代

移動は手引き

での支援

肛門プールを

使用

清潔に関する認識を正し

く持てない

明らかに嫌だと意思表示

している状況

職員は入浴・清潔保持を

一生懸命しようと取り組

む

「そのご利用者の入浴の

支援というのは、多少強

引にやらなければ入浴の

支援が出来ない人」とい

う認識

強引に車椅子に移乗して、脱

衣室に連れていき、強引に洋

服を脱がす

スムーズに入浴介助がで

きる職員がDさん1人しか

いない状態になっていた

『ご本人も、抵抗する

原因は何なのかと言う

ことを、職員も十分に

考えていなかったなと

思う。』

『全体として、本人の

ペースに合わせていた

ら出来ないという頭が

全員あったと思う。』

『利用者ではなくて

ルールを自分たちが意

識するあまり強引

に。』

5 Eさん
入浴介助時

脱衣所・浴室

職員

客観的に見て

不愛想

新卒で入った

職員

Eさんとは別

ユニット

別ユニットの

利用者

入浴介助時の介助の様子

を見かけた

ぶっきらぼうな対応

積極的に利用者と関わりと持

たなかった

乱暴だとか基本がなっていな

いわけではない

利用者の表情が少し硬く

なった

緊張していた

6 Fさん
夜勤時

利用者の居室

職員

男性

40歳代

キャリアはあ

る

さぼり癖があ

り、適度に手

を抜くのが上

手い

利用者

80歳代

半身麻痺、糖

尿病

麻痺側の足は

壊死し、切断

座位は困難

神経質でこだ

わりがある

コールを頻繁に鳴らす

職員を呼んだ理由は「そ

こにあるのをちょっと

取ってちょうだい」「腰

の向きが気持ち悪いから

直してちょうだい」「背

中がちょっと気持ち悪い

からやってちょうだい」

コールが鳴った時に「ちょっ

と行ってきます。俺行きま

す」と言って向かった

威嚇のように軽く頬を叩いた

Fさんが利用者のオムツ交

換に行くと「さっきの人

にほっぺを叩かれた」と

言った

職員はクビになった

利用者は少し怯えている

様子であった

関わらせないようにし、

「もう来ないよ」と伝え

ると「じゃあよかった」

と言っていた

『自分が嫌だなって思

うことは別に思っちゃ

いけない感情じゃな

い、だけど仕事とかで

出さないようにするの

がプロだし、それを出

すんだったら仕事から

離れたところに持って

いくしかない。』

1 Aさん

祖母

70歳代

介護経験や技

術は持ってい

ない

祖父

70歳代

片麻痺

暴言や暴力が

見られる
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研究背景と目的 
 我が国では 1970年代以降，人口に占める高齢者の割

合の増加が顕著となり，高齢化の上昇に伴って介護を必

要とする高齢者も増え，その高齢者の介護を担う者の負

担も大きくなってきている。事実，彼らが担う介護負担

などに関わる様々な社会問題が明らかとなってきてい

る。介護負担の問題と一口にいっても，実に多様な実態

が呈されているが，どのような様相，あるいは形態にせ

よ，つまるところは要介護者と介護者との関係の問題に

集約される。両者の関係になんらかの問題が生じ，それ

が放置され続けると介護関係悪化に発展し，徐々にそれ

の破綻につながる可能性が高くなるのである。両者の関

係悪化を紐解き，予防ないし改善を図ることは，現代社

会の喫緊の課題といえる。 

本研究は，要介護者とその者の介護を担う介護者の関

わりに焦点をおき，その関係を悪化させる誘因について

検討する。そして，要介護者とその者の介護を担う者が

関係悪化を引き起こすことなく，良好な状態を形成・維

持するために必要な関わり方を検討する。 

方法 

参加者：在宅場面等における介護者と要介護者が本

研究の最も望ましい対象者である。しかし，本研究

の目的に即してそのような対象を確保することの倫

理的な問題と，コロナ禍に伴う影響を加味して，介

護施設等に勤め，介護経験のある職業介護者とその

対象者をも近似者として参加者に含めた。結果，

Snowball samplingによって 6名の参加者を得た。 

手続きと期間：本研究は留め置き法に基づく，半構

造化面接を実施した。参加者の承諾を得た上で，IC 

recorderを用いて調査場面を録音し，また，メモで記

録した。調査は，それぞれの参加者と第 1著者との

一対一で実施された。調査期間は，2021年 7月から

8月までの，約 2か月間であった。 

質問項目：構造化された質問項目は 8つであり，介

護を行う際の介護者の「思い」や，要介護者と介護

者の関係悪化の具体的事例について問うた。 

分析：面接で得たデータ（逐語録）から，要介護者と

その介護者の関係をあらわす内容をコード化し，質問

項目ごとにマトリクスに当てはめて事例別整理を行

った。 

倫理的配慮：参加者へ調査協力の依頼を行い，承諾

書を得て，データの匿名化を図るとともに，いつで

も彼らが研究参加を辞退できる旨を伝えた。 

結果 

質問項目 3(1)から得られた情報を表 1に示す。縦

軸が参加者，横軸が聞き取った出来事を分類してい

る。なお，備考欄には，参加者から聞き取った言葉

（質問項目に対して重要であると筆者が判断した内

容）を付記した。 

表 1. 要介護者と介護者の関係悪化の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

要介護者と介護者との関係悪化の誘因として，介護

者の都合優先が考えられた。これは，対象者のための

生活ルールを含む，介護者の主観的判断と言えよう。

そもそもその生活のルールは，その要介護者の生活を

円滑にするために設けられたものである。しかし，介

護者がルール順守を徹底しようとする時，逆に要介護

者の営みに悪影響を与える可能性が示唆された。その

ルールの存在意義の振り返りが，都度必要なのかもし

れない。 

加えて，介護者にとって身体的，精神的な負担，あ

るいは時間的制約等が高まった時に，介護に対してネ

ガティブな感情を抱く可能性が示唆された。このネガ

ティブな感情は，いわゆる介護のストレスであり，介

護者にストレスが蓄積されると，要介護者に対する暴

力的な何かが表出される恐れが高まり，これが要介護

者と介護者の関係悪化を招くのではないだろうか。 


